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要旨 

 『とはずがたり』に用いられている「沙汰」の用例を全て抜き出し、分類して、意味・

用法について記述を行う。そして、『とはずがたり』における「沙汰」の意味・用法ごと

の用例数を挙げることを目的とする。続く語に注目し、「沙汰」の使用の特徴について考

察すると、『とはずがたり』において「沙汰」は多様な意味で用いられているが、意味に

よって続く語が共通する特徴を見出すことができる。 

 

１、はじめに 

 「沙汰」という語は、中古の文学作品上では用例数が非常に少ないが、中世の文学作品

の中では頻繁に使われるようになる。同じ女流日記作品であっても、『蜻蛉日記』、『和

泉式部日記』、『紫式部日記』などの作品には例がないのに対して、鎌倉時代成立の『と

はずがたり』においては多数の例が見られるのは、時代による使用語の変化の一例として

とらえることができる。 

 本稿は『とはずがたり』における「沙汰」の用例を全て分類して、意味・用法について

記述し、意味・用法ごとの用例数を挙げることを目的にしている。 

 

２、研究方法 

 『とはずがたり』に用いられている「沙汰」の用例を全て抜き出し、意味・用法の記述、

分類を行う。なお、本稿で用いるテキストは久保田淳校注・訳（1999年）『新編日本古典

文学全集 建礼門院右京大夫 とはずがたり』（小学館）である。引用後の数字は（巻、

頁数、行数）を示している。例えば、(Ⅱ294.12) は巻２、294頁、12行目ということであ

る。 

 

３、巻ごとの「沙汰」の用例数 

 『とはずがたり』の「沙汰」の用例数は全25件で、「沙汰」を含む複合語は9件ある。

巻ごとの件数は以下の通りである。 

 

１巻「沙汰」 7件   「沙汰」を含む複合語5件 
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２巻「沙汰」 3件 

３巻「沙汰」13件   「沙汰」を含む複合語1件 

４巻「沙汰」 2件   「沙汰」を含む複合語2件 

５巻         「沙汰」を含む複合語1件 

 

 １巻と３巻のみで「沙汰」20件・「沙汰」を含む複合語6件が見られる。また、２巻ま

で入れると「沙汰」23件と全体の9割近くになる。１、２、３巻と大きく用例数が偏って

いることがわかる。『とはずがたり』の巻１、２、３は作者が後深草院の女房として宮中

で過ごした日常の回想が描かれ、巻４、５は、出家した作者が諸国を旅して回る紀行文的

内容となっており、前半と後半で大きく内容が変わる。このことを考慮すると、「沙汰」

及び「沙汰」を含む複合語は、前半の作者の宮中生活を描いた部分に偏って使われている

語であると言え、内容の違いが語句の使用数の差にも表れている。 

 

４、意味による分類 

 『とはずがたり』における「沙汰」25件を分類して、意味記述を行う。名詞用法、動詞

用法に分類すると、名詞用法が16件、動詞用法が9件となる。さらにこれらえをそれぞれ

意味別に分類すると以下のような結果になる。 

 

さた［沙汰］ 

 

名詞    16件 

①相談。1件 

（ 1）「女房は誰にてか」と御沙汰あるに、「御年頃なり。さるべき人柄なれば」とて、

この役をうけたまはる。（Ⅱ294.12） 

②手配。したく。2件 

（ 2）兵部卿の沙汰にて、装束などいふも、ただ例の正体なきことなるにも、 

   （Ⅰ263.11） 

（ 3）人々は、今宵はみな御伺侯、明日一度に還御などいふ沙汰なり。（Ⅱ342.05） 

（ 4）西園寺の沙汰にて、上紅梅の梅襲八つ、濃き単衣、裏山吹の表着、青色の唐衣、

紅の袿、彩物置きなど、（Ⅲ408.15） 

③命令。指図。5件 

（ 5）正月より二月十七日までは御精進なりとて、御傾城などいふ御沙汰絶えてなし。

（Ⅰ254.09） 

（ 6）頼みをかけてはべるに、とかくの御沙汰もなくて、また夕方になれば、今日は新

院の御分とて、（Ⅲ378.11） 

（ 7）「褻なりにてはいかが」とて、大宮院御沙汰にて、（Ⅲ408.10.） 
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（ 8）常よりも心地も悩ましくわづらはしければ、心細く悲しきに、御所よりの御沙汰

にて、（Ⅲ381.09.013） 

（ 9）何を食ひ、何を用ゐるべき沙汰にも及ばで、（Ⅳ435.05） 

④知らせ。音信。報告。3件 

（10）この人をば、仰せのままに渡したてまつりて、ここには何の沙汰もなければ、

（Ⅲ384.03） 

（11）「政秋、笙の笛を持ちながら起き伏すさま、つきづきし」など御沙汰あり。 

   （Ⅲ411.03） 

（12）「この有明の子細、おぼつかなく」など御沙汰あり。（Ⅲ421.09） 

⑤評判。うわさ。4件 

（13）「わざとならむかし」、「まことに」など沙汰あり。（Ⅲ379.11） 

（14）「露消えたまひにけるにこそ」など言ひて、後はいたく世の沙汰も、けしからざ

りし物言ひも止まりぬるは、（Ⅲ384.04） 

（15）ことわりにおもしろく聞こえしに劣らず」など、沙汰ありしにや。（Ⅲ416.08） 

（16）「うちふるまひ、老懸のかかりもよしあり」など沙汰ありし、（Ⅲ422.04） 

 

動詞 9件 

①手配、したくを行う。5件 

（17）三条の尼上、「河原院の長老浄光房といふ者に沙汰せさせよ。」としきりに言ひ

なして、（Ⅰ228.13） 

（18）御験者の禄などことごとしからぬさまに、隆顕ぞ沙汰しはべる。（Ⅰ252.05） 

（19）故大納言、さるべきゆかりおはしましほどに、仕うまつりつつ、御裳濯川の御下り

をも、ことに取り沙汰しまゐらせなどせしもなつかしく、（Ⅰ265.01） 

（20）権大納言殿、資季入道沙汰す。（Ⅱ316.02） 

（21）兵部卿その沙汰したるも、露のわが身の置き所いかがと思ひたるに、（Ⅲ381.10）  

②命令、指図する。4件 

（22）初めて、中堂にて、如法、泰山府君といふこと七日祭らせ、日吉にて七社の七番の

芝田楽、八幡にて一日の大般若、河原にて石の塔、何くれと沙汰せらるるこそ、

わが命の惜しさにはあらで、（Ⅰ221.10） 

（23）御乳の人が装束など、いつしか隆顕沙汰して、御弦打、いしいしのことまで数々

見ゆるにつけても、（Ⅰ252.07） 

（24）御心知る人のもとより、沙汰し送ることども、いかにも隠れなくやと、 

   （Ⅲ384.06） 

（25）「将軍の御所の御しつらひ、外様の事は日記にて、男たち沙汰しまゐらするが、

常の御所の御しつらひ、京の人に見せよ」（Ⅳ442.08） 
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 「沙汰」を含む複合語、全9件についても、「沙汰」同様に用例を挙げ、名詞が動詞か

分けた上で意味記述を行うと以下の通りになる。 

 

［下人沙汰］1件 

名詞 

○下人に関する抗争、訴訟。 

（26）これに、かかる不思議ありて、わが下人を取られたるよし、わが兄を訴へけり。こ

の入道はこれらが伯父ながら、所の地頭とかいふ者なり。「とは何事ぞ。心得ぬ下

人沙汰かな。（Ⅴ496.06） 

 

［計らい沙汰］1件 

動詞 

○相応の処置、始末。 

（27）さやうにも候はば、こまかにうけたまはり候ひて、計らい沙汰し候ふべく候ふ。

（Ⅰ276.03） 

 

［経沙汰］1件 

名詞 

○経供養。 

（28）かかる騒ぎのほどなれば、経沙汰もいよいよ機嫌悪しき心地して（Ⅳ464.13） 

 

［見沙汰］3件 

動詞 

○世話をする。面倒を見る。 

（29）兵部卿・善勝寺などに、「大納言がありつる折のやうに、見沙汰してさぶらはせ

よ。装束などは、上へ参るべき物にて」など仰せ下さるるは、（Ⅰ245.04） 

（30）子にことならざりしことなれば、かかる一期の御大事見沙汰せむ、何かは 

   （Ⅲ406.02） 

（31）これにては何とも見沙汰する心地にてあるに、（Ⅳ440.15） 

 

［申し沙汰］1件 

動詞 

○お世話申し上げる。 

（32）ことさら御心ざしを添へてとて、金剛童子のことも、大納言申し沙汰しき。 

   （Ⅰ210.15） 
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［取り沙汰］1件 

動詞 

○取り計らって指示する。 

（33）よろづ栄えなき折なれど、隆顕の大納言取り沙汰して、とかく言ひさわぐ。 

   （Ⅰ251.05） 

 

［夢沙汰］1件 

名詞 

○夢のような体験。 

（34）あはれ、今年は夢沙汰にて年も暮れぬるにこそ。（Ⅰ252.08） 

 

５、分類による考察 

５－１、名詞 

 「沙汰」の名詞用法は全16件である。続く表現に注目して更に分類してみる。 

 

・～なり、～にて 

（ 2）、（ 3）、（ 4）、（ 7）、（ 8） 

・～あり、～なし 

（ 1）、（ 5）、（ 6）、（10）、（11）、（12）、（13）、（15）、（16） 

・～及ばず 

（ 9） 

・～止まる 

（14） 

 

 続く表現に注目すると、意味分類した②手配・したくは全て「～なり、～にて」と続い

ている。それに対して、④知らせ。音信。報告は全て、存在の有無を示す「～あり、～な

し」と続く特徴を見いだせる。⑤評判。うわさ。に関しても、3件が「～あり、～なし」

に続いている。①の意味の場合も用例数は１件であるが、同様である。①、④、⑤の意味

は、動詞の場合には表われてこない。これらの意味には「～あり、～なし」といった存在

の有無に関する語とともに使用されるという特徴があるとまとめることができる。 

 また、「御」がつくものは（ 5）、（ 6）、（ 7）、（ 8）と全て「命令、指図」の意

味に現れている。この偏りは、命令は受ける側より上の身分のものが出すものであり、発

信する側に敬意を示すためであると考えられる。 

 

５－２、動詞 

 「沙汰」の動詞用法の例は全9件で、全て「～す」に続く例である。動詞の場合、前述
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したが、名詞の時に使われていた①相談、④知らせ、音信、報告。⑤評判、うわさの意味

での使われ方はなされていない。意味において、用法・接続などの使い分けがなされてい

ると推測出来る。 

 

６、まとめ 

 「沙汰」、「沙汰」を含む複合語の意味・用法ごとの件数を示すと次のようになる。 

 

「沙汰」 

 

名詞用法 

①相談。1件 

②手配。したく。2件 

③命令。指図。5件 

④知らせ。音信。報告。3件 

⑤評判。うわさ。4件 

 

動詞用法 

①手配、したくを行う。5件 

②命令、指図する。4件 

 

→［下人沙汰］1件 

 下人に関する抗争、訴訟。 

→［計らい沙汰］1件 

 相応の処置、始末。 

→［経沙汰］1件 

 経供養。 

→［見沙汰］3件 

 世話をする。面倒を見る。 

→［申し沙汰］1件 

 お世話申し上げる。 

→［取り沙汰］1件 

 取り計らって指示する。 

→［夢沙汰］1件 

 夢のような体験。 

 

 『とはずがたり』において「沙汰」は多様な意味で用いられているが、意味によって続
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く語が共通する点を考えると、意味・用法における使い分けの意識があったということが

推測できる。また、前半部分に集中して使用されているというのも特徴として挙げられる。

前半と後半で大きく内容が変わる『とはずがたり』の特徴が使用語句にも表われていると

考えられる。 

 

【テキスト】 

久保田淳校注・訳（1999年）『新編日本古典文学全集 建礼門院右京大夫 とはずがたり』

（小学館） 
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【付記】 

本稿は科学研究費補助金による研究「とはずがたり全用語全事例辞典の作成にかかる基礎

的研究」（研究代表者 石井久雄、研究課題番号 22520478）の成果の一部である。 
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